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１．はじめに
平成２９（２０１７）年現在，全国に政令指定都市は２０市を数える。県都に
位置する千葉市は平成４（１９９２）年４月に全国１２番目の政令指定都市に
移行するとともに，６つの行政区を設置し，市政を運営している。千葉
市では人口減少社会の到来を見据え，すでに平成２４（２０１２）年３月に「千
葉市新基本計画」を策定し，市政運営の基本指針を示している。新基本
計画が課題と見据えたのは，社会構造の変化の最たるものとして「人口
減少」に着目している。
現在わが国が直面している人口減少は，少子高齢化をともないながら，
急速に進行しており，社会保障費等の増大による歳出増，労働力人口の
減少，消費市場の縮小をも招き，社会経済全体が衰退していく深刻な悪
循環に向かわせている。
国は「まち・ひと・しごと創生法」の制定を皮切りに，全国の自治体
に地方創生戦略の策定させた。「人口減少克服」「東京一極集中の是正」
による「地方創生」に，国・地方をあげて取り組むことになった。
本稿は政令指定都市である千葉市の地方創生を取り組みを明らかにし
ていくともに，その課題を整理するものである１）。千葉市の行政は市役
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所が政策の企画立案を司り，６つの行政区はその実施主体と位置づけら
れている。それゆえ，区長が権限を行使して独自の施策を実施するわけ
ではないが，６つの行政区に共通する課題もあれば，特色ある課題もあ
る。そこで，本稿では６つの行政区ごとに地域に精通した行政職員と研
究者の視点から検討課題を整理していく。
さて，本稿では「花見川区のまちづくり」がテーマになっているが，
そもそも「花見川区」についてどのくらいの方がご存知だろうか。「消
滅可能性都市」として報じられたこともあるが，どちらかと言えば知名
度の低い地域をみなされているだろう。
しかし，詳細は後述するが，人口は千葉市内６区中２番目に多く，世
界的にも有名な「オオガハス」の発祥の地でもある。また，東京に近い
ことから通勤・通学にも便利であり，自然環境も豊かであるなど，たく
さんの魅力があるまちである。本稿では花見川区の地域振興課職員の視
点から，花見川区の発展の経緯やこんにちの課題を取り上げ，花見川区
の魅力や可能性についても言及していきたい。
２．花見川区のまちづくりの特色
２―１．花見川区の概要
⑴ 花見川区の位置
図１のとおり，花見川区は千葉市の北西部に位置している。美浜区と
並んで千葉市の中で最も東京に近い。花見川区は人口で見ると，千葉市
の中では中央区に次いで２番目に多い。しかし，少子高齢化による人口
減少は始まっている。また，面積は３４．１９km２と若葉区（８４．２１km２），緑
区（６６．２５km２），中央区（４４．６９km２）に続いて４番目の広さである。
１）本稿は授業科目「実務家によるキャリアデザイン入門１」（平成２８年７月２２日
金曜日）に登壇した加藤啓樹氏の講義録を中心に，追加調査の内容を加筆修
正して作成したものである。
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⑵ 花見川区のシンボル「花見川」
花見川区の中心に「花見川」という川が流れており，区のシンボルと
なっている。千葉市が平成４年に政令指定都市に移行する際に区の名称
を公募したが，花見川を由来として「花見川区」と命名されたことから
も地域の象徴となっていることがうかがえる。
この花見川に沿って「サイクリングロード」という自転車が走れる道
があり，通勤・通学の際に快適に通行していただけるほか，休日には花
見川の景観を満喫しながらサイクリングを楽しむ方も多い。また，花見
川の周りには桜並木があり，文字どおり「お花見」にも最適である。花
見川と桜並木のコントラストは圧巻であり，毎年春になると多くの人で
にぎわう。なお，川沿いは涼しいためか，例年桜の開花が遅い傾向にある。
⑶ 花見川区の交通
花見川区南部には，JR総武線と京成線が東西に走っている。区北部
図１ 花見川区の位置
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に駅はなく，また，区を南北に走る電車もないため，区北部の住民は主
にバスを利用することとなる。花見川区は南北の交通が不便であるとい
える。区北部の住民は，隣接する区（稲毛区など），市（八千代市など）
の駅を利用することも多い。
なお，多くのイベントが開催される「幕張メッセ」は美浜区にあるが，
「幕張」という地名は花見川区にある。そのため，幕張メッセの最寄駅
はJR京葉線の海浜幕張駅（美浜区）であるが，幕張メッセの来場者が
誤って花見川区にある幕張駅（JR，京成線ともにある）で下車するこ
とも多い。
明治時代に総武鉄道（現在のJR東日本），大正時代に京成電気軌道（現
在の京成電鉄）が営業を始めたことに伴い，それらの駅を中心に住宅地
が広がった（区の南部）。次に，戦後の日本経済復興を契機に，首都圏
のベッドタウンとして，区北部において，花見川団地を始めとする大規
模住宅団地の建設が進むとともに，その周辺でも宅地化が進展した。
⑷ 人口の推移
花見川区の人口推移は図２のとおりである。前述のとおり，花見川区
の人口は市内６区中，２番目に多いが，すでに人口減少は始まっており，
また，減少のスピードは他区と比較しても早いことが分かる。これは少
子高齢化による影響が大きく，このことにより，冒頭で述べた「消滅可
能性都市」として報じられるに至ったのである。花見川団地のような大
規模住宅において，住民が高齢化するとともに，その子どもたちが区外
に出て行ってしまうためと考えられる。
また，花見川区の高齢化率を図３に記した。花見川区の高齢化率は千
葉市の平均を上回っていて，特に，こてはし台や花見川団地においては，
６５歳以上の方が５０％前後を占めている。その結果，花見川団地の周辺で
は，小中学校の統廃合が行われている。一方で，幕張本郷や瑞穂など，
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図２ 千葉市６区の人口推移
図３ 花見川区の人口比率
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図４ 花見川区の就業・通学者
平成２２年１０月１日現在
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区の南部では，JR総武線，京成線が走っているなど通勤・通学に便利
であることもあり，高齢化率は低くなっている。区北部の高齢化は，花
見川区の大きな課題である２）。
⑸ 就業・通学者
花見川区は，他区と比べて市外で就業・通学している割合が高く，
ベッドタウンの性格が顕著に表れている（図４参照）。もともとベッド
タウンとして進展したまちであるが，今でもベッドタウンの性格が強い
と言える。これは，花見川区が東京に近いこと，そして，JRや京成線
があり，市外に通勤・通学しやすい環境であるためであると考えられる。
２―２．花見川区のまちづくり
ここからは，花見川区のまちづくりについて簡単に紹介したい。まず，
これからの花見川区のまちづくりの指針として，「花見川区基本計画」
２）わが国の少子高齢化問題について，団地の老朽化と共に人口が減少し，残さ
れた高齢者の問題として，千葉市花見川区のさつき台団地の取り組みも紹介
されている。詳しくは，テレビ東京「日経スペシャル ガイアの夜明け」の２０１７
年１１月２１日放送第７９１回を参照されたい。
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を策定している。この花見川区基本計画は，市政運営の中長期的な指針
である「千葉市基本計画」に基づき，区ごとの特色や課題に応じた区の
まちづくりの方向性を示したものである。
この花見川区基本計画は，公募５名を含めた１５名による「区民検討会」
の各委員からいただいた多様なご意見を基に策定したものであるが，ス
ローガンは「みんなの力で川と緑と笑顔が輝くまち 花見川区」であり，
その達成に向けて次の５つの施策展開の方向性を掲げている。
⑴ 豊かな自然と文化が花ひらくまち
⑵ こどもや高齢者の笑顔が花ひらくまち
⑶ 安全と安心が花ひらくまち
⑷ 心と心のつながりで花ひらくまち
⑸ にぎわいと元気で花ひらくまち
以下，それぞれの施策の展開の方向性を整理していく。
⑴ 豊かな自然と文化が花ひらくまち
花見川区には花見川を中心とした豊かな自然や検見川神社，子安神社
など歴史のある神社仏閣がある。花見川区では，「花見川区魅力発見ウ
オーキング」として花見川区の豊かな自然環境や歴史財産などの名所を
ウオーキングし，参加者に花見川区の魅力を再確認・再発見することが
できる機会を提供し，区民意識の向上を図っている。
⑵ こどもや高齢者の笑顔が花ひらくまち
少子高齢化は花見川区にとって大きな課題であるため，ここで花見川
区が行っている高齢者への支援について詳述したい。
ア あんしんケアセンターの増設
高齢者への支援として，花見川区では，現在４か所ある「あんしんケ
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アセンター」（こてはし・花園・花見川・幕張）について区域を見直し
て，６か所に増設する予定である。あんしんケアセンターとは，地域で
暮らす高齢者の皆様のための身近な相談窓口である。高齢者がいつまで
も健やかに住みなれた地域で生活していけるようケアマネージャー，保
健師，社会福祉士など，福祉の専門家が包括的な支援を行っている。こ
れを増設することにより，これまで以上にきめ細やかな対応を図る。
イ 買い物支援及び見守り
高齢者に対する支援の２つ目として，平成２８年１１月から開始されたイ
オンリテール株式会社による移動販売について紹介する（図５）。主な
目的は，①買い物支援と，②安全で安心な社会の実現である。
まず，買い物支援は，文字どおり高齢などにより日頃の買い物に不便
を感じている方に対する支援である。移動販売車が決められた場所・時
間に来て，商品を販売したり，カタログから欲しい商品を注文し，自宅
に届けてもらうサービスである。
次に，安全で安心な社会の実現として，イオンリテール株式会社は千
葉北警察署と以下の内容で協定を結んでいる。
ア 移動販売車の営業を通じた高齢者運転免許自主返納の情報提供，
促進
図５ イオンリテール株式会社による移動販売
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イ 動販売車に搭載されたドライブレコーダーを活用した地域の犯罪
捜査などへの情報提供
ウ 事件・事故，災害などに関する情報の相互共有
エ 地震・台風などの自然災害時に，警察署の求めに応じた罹災者に
対する支援
千葉市としても，イオンリテール株式会社の親会社であるイオン株式
会社とは包括提携協定を結んでいて，提携事項である「高齢者・障害者
の支援に関すること」として，協力している。イオンリテール株式会社
では移動販売の対象地域を拡大する意向であるため，花見川区でも地域
の方にご案内するなどの協力を行っている。
ウ 糖尿病０（ゼロ）プロジェクト
高齢者に限ったものではないが，花見川区では，「糖尿病０プロジェ
クト」として，高齢者を始めとした区民が健康に過ごせるよう事業を展
開している。イベントや配布物などを通して糖尿病予防に必要な情報の
提供や啓発などを行っている。
⑶ 安全と安心が花ひらくまち
東日本大震災や熊本地震もあり，区民の防災意識は高まっているため，
避難所運営委員会や自主防災組織の設立など，防災関係の取り組みを積
極的に行っている。これに加え，防犯対策として，「振り込め詐欺・悪
質商法ゼロ作戦」を花見川区独自に行っている。振り込め詐欺等の被害
にあわれる方の多くが高齢者であるため，その被害を減らす取り組みを
行っている。
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⑷ 心と心のつながりで花ひらくまち
前述した東日本大震災や熊本地震を契機に，地域でのつながりが重要
であるとの認識が高まっている。花見川区では，「地域活性化支援事業」
として，地域で活動する団体への支援を行っている。また，町内自治会
のへ加入についても推進しており，花見川区は千葉市で最も高い加入率
（７７．６％，平成２８年１２月末時点）を維持している。
⑸ にぎわいと元気で花ひらくまち
毎週第２日曜日に「朝市＆花カフェ」として，市内で採れた野菜やコー
ヒーやクッキーなどを販売して，交流の場を創設している。花見川区に
は「幕張にんじん」など高品質の野菜が多くあるが，あまり知られてい
ない。この「朝市＆花カフェ」では，花見川区内で採れた野菜も多く販
売しているだけでなく，会場内に椅子やテーブル，パラソルなどを設置
して，オープンカフェスタイルでコーヒーなどを楽しめるようになって
いる。毎月多くの方にご来場いただいていて，リピーターも多く，開店
前から長蛇の列となることも珍しくない。また，千葉ウォーカーやJ：
COM，Bayfmなど，様々なメディアでも紹介されるなど注目度も高い。
このほかにも「花見川区民まつり」が毎年１０月に花島公園を会場とし
て盛大に行われている。１５０人を超える実行委員を中心に，様々な団体
が協力し合い，また多くの協賛をいただきながら，準備を重ねて開催し
ている。区民の多くが楽しみにしており，５万人を超える来場者で盛り
上がっている。また，郷土愛を育むイベントの一つとなっている。
３．都市アイデンティティの確立
⑴ 都市アイデンティティとは
千葉市では，「都市アイデンティティの確立」を推進している。「アイ
デンティティ」という言葉は「聞いたことがあるがうまく説明できない」
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という方がほとんどであろう。千葉市で進めている「都市アイデンティ
ティの確立」とは，千葉市固有の都市イメージ（＝客観的な『千葉市ら
しさ』）を確立し，市内外に発信していくことである。
⑵ 千葉市らしさ
「千葉市」と聞いて何を思い浮かべるだろうか。数多くのイベントが
行われる幕張メッセ，野球が好きなら千葉マリンスタジアム（ZOZOマ
リンスタジアム），歴史が好きであれば加曽利貝塚を思い浮かべるかも
しれない。イメージで言えば，東京から近いまち，都会（高層ビルや商
業施設）と田舎（豊かな自然環境）が混在するまちなどと思う方も多い。
一方で，千葉市という名称は知っているが，何があるかはよく知らない，
イメージすらできない，住んでいてもよくわからない，という方も多い
のではないだろうか。余談であるが，幕張メッセが習志野市にあると勘
違いされることや，また，「幕張市」という自治体が存在すると思われ
ていることもあるようである。
まちにいいイメージを持ってもらうこと，「千葉市」と聞いて，いい
イメージがすぐに浮かぶということは非常に大事である。特に，人口減
少・少子高齢化とこれからの発展が難しい時代において，千葉市が活力
を維持し，持続的に発展をし続けるには，市民が愛着と誇りを持ち，市
外から魅力を感じてもらうこと，企業に選んでもらうことが必要である。
住んでみたい，住み続けたい，行ってみたい，千葉市に対してそう思っ
てもらうことが重要であると考えている。
⑶ 都市アイデンティティ戦略プラン
都市アイデンティティの確立のため，千葉市では「都市アイデンティ
ティ戦略プラン」を策定している。このプランにおいて，次の４つを地
域資源として掲げている。
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ア 加曽利貝塚（日本最大級の貝塚）
イ オオガハス（古代のロマンを秘めた世界最古の花）
ウ 千葉氏（千葉市の礎を築いた一族）
エ 海辺（カルチャー，レジャー，ショッピングの先端地域）
これらはすべて千葉市の重要な歴史的資源であり，世界的に見ても貴
重な独自性の高い財産であるため，千葉市ではこれらを生かしたまちづ
くりを進めていくこととしているが，このうち，花見川区とかかわりが
深い「オオガハス」について詳述したい。
４．花見川区とオオガハス
⑴ 「オオガハス」と「ちはなちゃん」
昭和２６年に千葉市花見川区にある東京大学総合運動場（元東京大学検
見川厚生農場）から発掘された今から二千年以上前の古代のハスの実か
ら発芽・開花したハス（古代ハス）である。植物学者の大賀一郎博士が
よみがえらせたことから，「オオガハス」と命名された。
このニュースは国内外に報道され，アメリカの雑誌「ライフ」週刊版
に「世界最古の花・生命の復活」として掲載された。日本各地は元より
世界各国へ根分けされ，友好親善と平和のシンボルとしてその一端を
担っている。そのため，オオガハスは千葉市の花であり，千葉県の天然
記念物にも指定されている。そのオオガハスの発
祥の地が花見川区なのである。
図６のキャラクターをご覧になったことはある
だろうか。「花のあふれるまちづくり」シンボル
キャラクターの「ちはなちゃん」である。この「ち
はなちゃん」は，オオガハスの妖精であり，たく
さんの方から愛されている。様々なイベントに出
演し，オオガハスや「花のあふれるまちづくり」
図６ ちはなちゃん
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のPRを行っている。
⑵ 東京大学緑地植物実験所が閉所・移転
オオガハスは，発見された東京大学総合運動場近くにある東京大学緑
地植物実験所において，研究が続けられてきた。地元でも，毎年「ハス
まつり」を行うなど，オオガハスをはじめ，植物実験所のハスに愛着を
持っていた。
そんな中，オオガハスに対する思いをより強くする出来事が起こる。
東京大学が，予算不足や人員不足のため，平成２４年３月末に東京大学緑
地植物実験所を閉所し，西東京市にある多摩農場に移転することとした
のである。移転に対しては，地域の方々から大きな反対の声が上がった。
また，当然のことながら，本市としても，東京大学に存続を求めた。世
界的にも貴重であり，地域に愛されていたオオガハスはまさに地域の
「アイデンティティ」であり，それを守ろうと立ち上がったのである。
⑶ 協議の結果
東京大学緑地植物実験所の閉所については覆らなかったものの，地元
住民や市との協議の結果，次のとおり対応することとなった。
ア ハス池は移転せずに残す。
イ 千葉市が東京大学から土地を借り受ける。
ウ 地域の方々がハス池の管理をする。
地域の方々の強い思いにより，オオガハスは発祥の地である花見川区
に残されることとなったのである。現在は，地域のボランティア団体が
ハス文化の継承と普及を行うために活動している。毎年７月頃に開催さ
れる観蓮会には早朝から多くの人が集まり，ハス池にある様々なハスを
楽しんでいる。遠方からの来場者も多い。あくまでもボランティア団体
が開催するイベントであり，花見川区役所のイベントではないが，開催
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が近づくと区役所への問合せも多くいただくほどである。
⑷ 花見川区の取り組み
千葉市としても，花見川区としても，世界的にも貴重で独自性が高く，
そして住民の皆様に愛されているオオガハスを積極的に活用し，都市ア
イデンティティの確立のために取り組みを行っている。都市アイデン
ティティ戦略プランでは，次の取り組みを掲げている。
ア 魅力向上のため，良好な生育と維持管理を行う。
イ 「ハス」を目にできる環境づくりを行う。
ウ オオガハスの発祥地を活用した地域づくりを支援する。
これらの取り組みの一例を挙げると，目にできる環境づくりとして，
千葉駅近くにある千葉公園でオオガハスを見ることができるが，毎年６
月頃に「大賀ハスまつり」を開催している。また，花見川区では，地域
づくりの支援として，平成２８年度から地域住民が主体でオオガハス文化
の伝承の普及活動に取り組む団体に補助金を交付し支援している。
これからも，花見川区では，オオガハスを活用した都市アイデンティ
ティの確立を進めていきたい。
５．おわりに
本稿は政令指定都市である千葉市の地方創生について，花見川区の取
り組みに焦点を当てて，実務現場を整理した。本稿で記した取り組みは
ほんの一例に過ぎない。実際は，町内自治会を始めとした各種団体との
協議・調整など，地道な取り組みが多い。しかし，地道な取り組みこそ
が，まちづくりの第一歩であると実感する。地域住民の方々とと区役所
職員とが顔を合わせながら，何度も意見交換をし，まちをどうしていき
たいのか，どうあるべきなのか，何が求められているのかなどをきちん
と整理することにより，まちづくりは一歩一歩進んでいくものである。
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また，区役所だけでできることには限界があり，地域の方々の協力なし
にまちづくりはできない。区役所が一方的に押し付ける取り組みでは，
まちを良くすることはできないのである。
区役所職員はもっとも身近な行政職員である。市民との協働が求めら
れている昨今，区役所職員が率先して市民の意見を聴き，良好な関係を
築く必要がある。お互いを信頼して，任せ，一緒に取り組んでいくことが
必要であり，その関係を構築することが区役所職員の責務であると思う。
まちづくりは一朝一夕ではできない。本稿に記した取り組みは，すべ
てその地道な取り組みの結果である。日々の地道な取り組みの積み重ね
こそがまちづくりの本質であることを申し添えて，本稿の結びとしたい。
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